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文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
五
月
九
日
、

お
昼
前
に
江
戸
に
向
か
う
出
羽
久
保
田
藩

（
秋
田
藩
）
の
第
十
代
藩
主
、
佐
竹
義
厚

（
さ
た
け
・
よ
し
ひ
ろ
）
の
参
勤
交
代
の

行
列
が
千
住
宿
に
到
着
し
ま
し
た
。
四
〇

〇
人
前
後
の
大
通
行
で
す※

。

　

草
加
宿
か
ら
輸
送
の
人
馬
が
千
住
宿
に

引
き
継
が
れ
、
佐
竹
藩
上
屋
敷
（
現
台
東

区
台
東
三
・
四
丁
目
。
佐
竹
商
店
街
付
近
。

次
頁
の
図
参
照
）
ま
で
輸
送
す
る
準
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
藩
主
た
ち
は

千
住
宿
の
本
陣
、
秋
葉
市
兵
衛
家
（
上
掲

図
で
は
別
世
代
の
「
秋
葉
市
郎
兵
衛
」
）

で
休
憩
し
つ
つ
宿
場
役
人
へ
の
儀
礼
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
そ
の
と
き
の
様

子
を
、
「
御
参
勤
御
道
中
日
記
」
（
伊
澤

慶
治
編
『
同
』
、
彦
榮
堂
）
と
い
う
当
時

の
記
録
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

※

　

参
勤
交
代
は
石
高
に
よ
っ
て
人
数

　
　

の
決
ま
り
が
あ
る
幕
府
の
軍
役
で
す
。

　
　

佐
竹
家
は
石
高
約
二
〇
万
石
で
三
五

　
　

〇
人
〜
四
四
〇
人
と
規
定
さ
れ
て
い

　
　

ま
し
た
。
（
「
秋
田
県
公
文
書
館
・

　
　

秋
田
県
立
博
物
館
所
蔵
近
世
後
期
幕

　
　

政
関
係
史
料
の
調
査
」
、
『
東
京
大

　
　

学
史
料
編
纂
所
報
』
第
二
九
号
）

　

こ
の
記
録
を
足
立
区
の
視
座
か
ら
見
る

と
、
千
住
宿
の
役
人
が
登
場
す
る
興
味
深

い
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
　

（
金
）　

（
代
官
中
村
知
剛
）

　

一
、
同
弐
百
疋　

右
同
人
御
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
川
八
郎
兵
衛

　
　

（
金
）
（
代
官
中
村
知
剛
御
手
代
）

　

一
、
同
弐
百
疋　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
長
右
衛
門

　

（
千
住
宿
）

右
ハ
同
所
問
屋
場
へ
出
役
致
候
ニ
付
、
被

　
　

（
御
目
付
朝
日
正
吉
払
）

下
候
。
右
同
人
払
。

　
　

（
略
）

　　

一
人
目
（
最
初
の
傍
線
部
）
の
下
川
八

郎
兵
衛
は
千
住
一
丁
目
の
名
主
を
務
め
た

両
替
商
「
千
寿
屋
」
の
当
主
で
、
実
名
を

「
元
享
」
と
い
い
ま
し
た
。
二
人
目
の
長

野
長
右
衛
門
は
、
千
住
二
丁
目
の
町
役
人

で
神
官
も
兼
ね
た
永
野
長
右
衛
門
で
す
。

（
文
書
で
は
長
野
と
表
記
）
永
野
家
文
書

（
郷
土
博
物
館
蔵
）
で
実
名
を
「
忠
導
」

と
す
る
人
物
で
す
。
い
ず
れ
も
問
屋
場
役

人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

幕
府
代
官
中
村
知
剛
（
な
か
む
ら
・

と
も
か
た
。
八
大
夫※

）
の
役
人
と
し
て

「
御
手
代
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
敬

意
を
表
す
接
頭
語
の
「
御
」
を
付
し
て
お

り
記
録
を
付
し
た
久
保
田
藩
士
か
ら
は
上

位
者
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

二
人
と
も
代
官
手
代
（
代
官
の
属
僚
）

な
の
で
す
が
、
商
家
の
当
主
で
す
。
代
官

手
代
は
、
地
元
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
ま
ま
幕
臣
と
な
る
人
々
も
登
場

し
ま
し
た
。

【図１】写真下段中央が「御本陣　秋葉市郎兵衛」
本陣を舞台に、通行者の大名らとの儀礼に、千住宿の重役が「士分」とし
て役割を果たしていた。福島家資料　伝馬割図（江戸後期）郷土博物館蔵
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０
０
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※

　

当
時
江
戸
の
馬
喰
町
詰
代
官
の
筆

　
　

頭
で
し
た
。
引
用
史
料
で
は
「
八
太

　
　

夫
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

■
佐
竹
家
の
儀
礼　
儀
礼
の
記
事
を
さ
ら

に
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
藩
主
や
藩
士
た

ち
が
本
陣
の
秋
葉
市
兵
衛
を
は
じ
め
千
住

宿
の
諸
役
人
と
対
応
し
た
記
事
で
す
。

一
、
午
ノ
刻
、
千
住
駅
御
本
陣
、
秋
葉
市   

　

兵
衛
へ
御
休
と
し
て
入
り
な
さ
れ
候
。

　

同
所
入
口
へ
御
本
陣
、
御
飛
脚
宿
、
問

　

屋
と
も
罷
出
披
露
ば
か
り
。

一
、
同
所
入
口
へ
角
力
（
相
撲
）
、
出
来

　

山
、
今
風
罷
り
出
ず
。
披
露
無
し
。

一
、
同
所
へ
御
代
官
中
村
八
太
夫
殿
御
手

　
代
出
で
、
披
露
す
。
御
直
礼
。
御
同
人

　

御
足
軽
両
人
御
先
払
ニ
出
候
。

一
、
同
所
御
本
陣
へ
、
か
ね
て
御
出
入
の

　

御
坊
主
衆
、
御
小
人
目
付
其
外
御
出
迎

　
罷
出
で
、
御
目
通
し
仰
せ
付
つ
け
ら
れ

　

候
上
、
金
下
さ
れ
こ
れ
有
り
候
。

　
　

（
十
一
人
の
名
前
略
）

　

一
つ
目
の
傍
線
部
は
、
代
官
手
代
を
披

露
（
藩
主
に
紹
介
）
し
て
、
「
御
直
礼
」

と
直
接
面
会
し
て
い
る
記
述
で
す
。
具
体

的
に
は
前
段
で
紹
介
し
た
下
川
八
郎
兵
衛

と
永
野
長
左
衛
門
を
含
み
ま
す
。

　

二
つ
目
の
傍
線
部
は
、
久
保
田
藩
佐
竹

家
の
家
臣
の
う
ち
、
千
住
宿
本
陣
と
普
段

か
ら
交
流
し
て
い
た
御
坊
主
衆
、
御
小
人

目
付
ら
十
一
人
が
、
藩
主
の
出
迎
え
に
来

た
こ
と
の
記
述
で
す
。
こ
う
し
た
儀
礼
を

約
一
時
間
行
い
、
佐
竹
家
は
上
屋
敷
（
下

図
参
照
）
に
向
か
い
ま
し
た
。

■
渡
辺
崋
山
と
藩
主
の
休
憩　
続
い
て
脇

本
陣
で
の
事
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
同

じ
年
の
四
月
十
三
日
に
下
川
八
郎
兵
衛
家

は
田
原
藩
主
の
脇
本
陣
を
つ
と
め
ま
す
。

　

藩
主
、
三
宅
康
直
（
み
や
け
・
や
す
な

お
）
は
日
光
祭
礼
奉
行
と
な
り
日
光
社
参

に
向
か
う
と
き
千
住
で
休
憩
し
て
い
ま
す
。

同
藩
の
重
臣
で
文
人
画
家
で
も
あ
っ
た
渡

辺
崋
山
と
と
も
に
下
川
家
を
脇
本
陣
と

し
て
休
憩
で
利
用
し
ま
し
た
（
渡
辺
崋
山

「
全
楽
堂
日
録
」
、
『
近
世
文
芸
叢
書 

第

十
二
、
国
書
刊
行
会
編
、
一
九
七
六
年
）
。

　

こ
の
例
で
も
下
川
家
と
と
も
に
代
官
中

村
知
剛
の
手
代
に
も
金
を
下
賜
し
て
い
ま

す
（
二
百
疋
）
。
田
原
藩
邸
か
ら
「
奥

方
」
が
見
送
り
に
訪
れ
て
、
見
送
り
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
下
川
家
は
浪
人
由
緒
を

持
ち
、
縁
戚
に
旗
本
や
大
名
家
臣
が
い
る

家
で
し
た
（
下
川
繁
三
「
千
住
の
八
郎
兵

衛
」
、
『
足
立
史
談
』
四
二
四
〜
九
、
四

二
七
を
除
く
）
。

■
松
平
肥
後
守
家
中
、
川
住
長
右
衛
門
の

発
見　
当
館
で
、
こ
の
二
重
身
分
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た
の
が
山
田
拓
実
「
諸
藩

の
公
用
通
行
と
千
住
宿
御
用
達―

会
津
藩

松
平
家
を
事
例
と
し
て―

」
（
『
足
立
区

立
郷
土
博
物
館
紀
要
』
第
四
五
号
）
で
し

た
。
各
藩
の
御
用
達
商
人
が

千
住
宿
で
確
認
で
き
る
こ
と

を
各
地
の
史
料
か
ら
整
理
し

た
上
で
、
会
津
藩
か
ら
「
家

中
」
と
い
う
「
士
分
」
（
侍

身
分
）
を
持
っ
た
川
住
長
右

衛
門
家
を
見
出
し
ま
し
た
。

千
住
一
丁
目
の
平
旅
籠
「
倉

（
鞍
）
屋
長
右
衛
門
」
と

お
ぼ
し
く
、
長
右
衛
門
は
、

「
松
平
肥
後
守
内
」
と
会
津

松
平
家
の
家
臣
と
し
て
の
記

録
が
会
津
藩
の
記
事
に
残
っ

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
旅

籠
の
経
営
者
（
商
家
・
町

人
）
で
あ
り
な
が
ら
、
士
分

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
研
究
史
に
基
づ
き
江
戸
時
代
後

期
の
身
分
変
化
は
「
職
分
」
と
「
身
分
」
と

し
て
整
理
で
き
る
こ
と
も
見
据
え
て
い
ま
す
。

　

「
職
分
」
と
は
一
定
期
間
の
役
割
を
果

た
す
と
き
、
具
体
的
に
は
「
御
用
達
」
や

「
本
陣
」
な
ど
の
役
割
を
は
た
す
時
に

「
士
分
」
（
侍
身
分
）
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
士
分
へ
の
志
向
が
進
む
と
江
戸

時
代
の
戸
籍
で
あ
る
町
や
村
の
「
人
別
」

か
ら
は
ず
れ
、
完
全
に
身
分
切
り
替
え
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
人
別
」
に
記

載
さ
れ
る
の
は
、
百
姓
と
町
人
で
す
。
士

分
と
な
る
と
、
「
分
限
帳
」
な
ど
、
各
大

名
家
の
家
臣
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
本
格
的
な
「
武
士

身
分
」
と
な
る
と
い
う
理
解
で
す
。

■
一
時
的
な
「
士
分
」　
千
住
宿
で
大
名

に
面
会
し
た
本
陣
・
脇
本
陣
の
当
主
や
、

代
官
手
代
は
一
般
的
に
名
字
帯
刀
を
行
な

っ
て
「
士
分
」
と
し
て
振
る
舞
い
外
見
は

武
士
で
し
た
。

　

大
名
と
公
式
の
場
で
面
会
し
た
下
川
八

郎
兵
衛
や
永
野
長
右
衛
門
ら
が
「
代
官
手

代
」
と
い
う
士
分
を
つ
と
め
た
の
は
千
住

宿
の
町
役
人
や
問
屋
場
役
人
を
勤
め
て
い

る
期
間
内
で
す
。
役
を
離
れ
る
と
百
姓
・

町
人
で
し
た
。
ま
さ
に
「
職
分
」
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼
ら
の

日
常
は
商
家
で
す
が
、
一
時
的
に
せ
よ
武

家
社
会
の
末
端
に
位
置
し
て
い
る
の
も
明

ら
か
で
し
た
。

■
消
え
た
「
士
農
工
商
」
理
解　
現
在
、

３　

二
つ
の
身
分

２　

本
陣
で
の
儀
礼

【図２　久保田（秋田）藩 佐竹家上屋敷の場所】
「江戸切絵図　下谷絵図」（部分）尾張屋清七板　嘉永２～文久２
年（1849～62）　国立国会図書館デジタルコレクションから
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江
戸
型
山
車
で
の
お
囃
子
の
実
演
。
地

元
、
千
住
四
丁
目
で
活
動
す
る
神
田
囃
子

千
四
会
の
み
な
さ
ん
に
山
車
の
上
で
お
囃

子
の
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
山
車

の
上
で
の
演
奏
は
、
少
な
く
と
も
40
年
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。

　

お
祭
り
の
臨
場
感
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
に
ち　
令
和
８
年
１
月
10
日
（
土
・
無

　
　
　
　

料
公
開
日
）

時
　
間　
10
時
・
11
時
・
13
時
・
14
時

＊
演
奏
中
は
館
内
に
音
が
響
き
ま
す
が
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。
（
各
15
分
程
度
）

　

文
化
遺
産
調
査
特
別
展
「
千
住
宿
４
０

０
年
」
の
開
催
に
伴
っ
て
、
12
年
ぶ
り
に

組
み
上
げ
た
山
車
で
す
が
、
特
別
展
の
終

了
に
よ
り
再
び
解
体
し
館
内
収
蔵
い
た
し

ま
す
。

　

解
体
に
際
し
、
江
戸
型
山
車
の
か
ら
く

り
を
披
露
す
る
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

見
学
内
容

　

人
形
の
下
げ
降
ろ
し
、
四
方
幕
な
ど
の

は
ず
し
作
業
、
髙
欄
の
下
げ
降
ろ
し
。
山

車
の
三
層
部
分
の
可
動
の
実
演
ま
で
。

　

ま
た
、
山
車
の
構
造
や
人
形
、
懸
装
品

を
間
で
見
学
で
き
る
時
間
を
設
け
ま
す
。

日
に
ち　
令
和
８
年
１
月
12
日
（
祝
）

時
　
間　
午
後
２
時
〜
３
時
ご
ろ

開
　
場　
午
後
１
時
30
分

　

当
日
は
休
館
日
と
な
り
ま
す
。
開
場
時

間
以
外
は
入
館
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特

別
展
の
観
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
　
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
　
込　
不
要
（
当
日
博
物
館
へ
）

＊
見
学
場
所
は
、
博
物
館
内
２
階
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
及
び
階
段
で
す
。

＊
参
加
人
数
に
よ
っ
て
解
体
作
業
が
見
え

　

に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
見
え
る
よ
う
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

＊
基
本
的
に
立
ち
見
見
学
に
な
り
ま
す
。

＊
三
脚
や
自
撮
り
棒
な
ど
の
撮
影
機
材
の

　

使
用
は
禁
止
い
た
し
ま
す
。

＊
作
業
の
進
捗
に
よ
り
一
部
見
学
場
所
の

　

移
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

博
物
館
職
員
の
指
示
に
従
う
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
教
科
書
（
小
学
校
か
ら
高
校
で

利
用
）
か
ら
は
「
士
農
工
商
」
と
い
う
身

分
制
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
研

究
が
進
み
、
現
在
で
は
江
戸
時
代
は
「
武

士
」
「
町
人
」
「
百
姓
」
を
中
心
と
し
た

身
分
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
早
く
平
成
十
二
年
度

（
二
〇
〇
〇
年
度
）
に
、
高
校
で
も
令
和

二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
を
最
後
に
姿
を
消

し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
「
士
農
工
商
」
の

身
分
制
度
自
体
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
し
か
も
身
分
間
の
移
動
事
例
が
数

多
く
報
告
さ
れ
完
全
に
固
定
さ
れ
た
身
分

制
で
は
無
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

身
分
が
変
っ
た
代
表
例
が
、
幕
臣
と
し

て
知
ら
れ
る
勝
海
舟
で
す
。
曽
祖
父
の
銀

一
は
越
後
国
刈
羽
郡
の
「
百
姓
」
で
し
た

が
江
戸
の
検
校
・
貸
金
業
と
な
り
、
子
の

平
蔵
が
旗
本
男
谷
家
や
水
戸
藩
士
の
株
を

買
い
「
士
分
」
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
子
の
小
吉
が
男
谷
家
か
ら
勝
家
に
養
子

に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
小
吉
の
子
が
海
舟

で
す
。
海
舟
の
家
は
百
姓
↓
検
校
↓
旗
本

（
士
分
）
と
い
う
身
分
的
な
変
遷
を
経
て

い
ま
し
た
。

■
千
住
宿
の
武
士
た
ち　
い
っ
ぽ
う
武
士

身
分
出
身
で
千
住
宿
に
移
っ
た
人
々
も
い

ま
す
。
千
住
の
琳
派
絵
師
と
し
て
知
ら
れ

る
村
越
其
栄
は
江
戸
下
谷
の
、
幕
府
御
家

人
、
村
越
辰
之
助
で
し
た
（
江
村
知
子

「
村
越
其
栄
筆　

秋
草
図
屏
風
」
、
『
國

華
』
一
五
三
一
号
所
収
）
。
ほ
か
に
千
住

掃
部
宿
の
家
塾
主
だ
っ
た
多
坂
梅
里
も
元

信
州
上
田
藩
士
で
し
た
。
こ
こ
で
み
た
千

住
宿
が
特
別
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

続
け
て
足
立
各
地
の
二
重
身
分
の
事
例

を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。　

ー
つ
づ
く
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
博
物
館
学
芸
員
）

文
化
遺
産
調
査
特
別
展

　

「
千
住
宿
４
０
０
年
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

千
住
四
丁
目
山
車
で
の

お
囃
子
実
演

千
住
四
丁
目
山
車
の

解
体
構
造
見
学
会

　

足
立
東
町
会
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
庚
申

搭
を
祭
る
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

庚
申
搭
は
、
六
十
日
に
一
度
巡
っ
て
く

る
庚
申
（
か
の
え
さ
る
）
の
日
に
行
わ
れ

た
信
仰
で
、
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
「
足
立
史
談
」
第
六
八
四
号
（
令

和
七
年
二
月
）
で
紹
介
し
た
足
立
東
町
会

の
庚
申
搭
の
お
祭
り
が
今
年
も
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
見
学
可

日
に
ち　
12
月
21
日
（
日
曜
日
）

時
　
間　
13
時
開
始
（
お
よ
そ
40
分
）

　

①　

足
立
二
丁
目
31
番
８
号

　

②　

足
立
二
丁
目
36
番
４
号

　
　
　

①
の
庚
申
搭
の
あ
と
、
②
の
庚
申

　
　
　

搭
に
移
動
し
ま
す
。

足
立
二
丁
目
の
庚
申
搭
の
お
祭
り
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六
町
い
こ
い
の
森
（
六
町
四
丁
目
八

番
）
に
あ
る
「
清
水
家
住
宅
」
は
、
主

屋
・
薬
医
門
・
構
堀
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
足
立
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

（
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
登
録
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
、
清
水
家
か

ら
区
に
寄
贈
さ
れ
、
令
和
十
一
（
二
〇
二

九
）
年
度
の
公
開
を
目
指
し
て
、
活
用
方

針
を
検
討
中
で
す
。
そ
の
た
め
通
常
は
非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
活
用

ア
イ
デ
ア
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、

十
一
月
二
十
二
日
に
初
公
開
さ
れ
ま
し
た

（
主
催
：
パ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

課
）
。
当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
の
中
、

二
百
人
を
超
え
る
人
々
が
見
学
に
訪
れ
、

自
由
見
学
の
ほ
か
、
学
芸
員
と
東
京
屋
敷

林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
解
説
付
き
の
ミ

ニ
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
大
変
な
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
（
写
真
①
）
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
「
清
水
家
住
宅
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　

■
六
町
地
域
の
歴
史　

現
在
の
六
町
地
域

は
、
江
戸
時
代
に
、
竹
塚
村
や
六
月
村
な

ど
の
人
々
が
開
墾
を
進
め
た
地
域
で
、
江

戸
時
代
後
期
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
に

は
、
民
家
が
二
十
軒
ほ
ど
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
千
住
か
ら
茨
城
県
下
妻
市

ま
で
続
く
下
妻
街
道
が
通
り
、
綾
瀬
川
と

接
続
す
る
吉
右
衛
門
堀
も
竹
塚
村
方
面
か

ら
流
れ
て
お
り
、
交
通
や
用
水
の
関
係
か

ら
周
辺
の
人
々
が
競
っ
て
開
墾
を
す
す
め

た
地
域
で
し
た
。

■
清
水
家
の
歴
史　

清
水
家
の
初
代
は
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
亡
く
な
っ
て
お

り
、
古
い
家
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す

が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
清
水
家
は
名
主
を
勤
め
た
家
と
伝

わ
っ
て
お
り
、
裕
福
な
人
を
示
す
「
お
だ

い
じ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

多
く
の
小
作
人
を
抱
え
て
お
り
、
秋
の
収

穫
時
期
に
は
、
清
水
家
に
多
く
の
人
々
が

農
作
物
を
納
め
に
来
た
と
い
い
ま
す
。
そ

う
し
た
立
場
は
戦
後
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

ず
、
町
内
運
営
の
中
心
的
役
割
を
担
い
続
け

ま
し
た
。
清
水
家
は
、
い
わ
ば
地
域
の
名
士

で
あ
り
、
こ
う
し
た
格
の
高
さ
は
、
「
清
水

家
住
宅
」
の
造
り
に
も
反
映
し
て
い
ま
す
。

■
「
清
水
家
住
宅
」
の
特
徴　

主
屋
の
創

建
年
代
は
、
建
築
技
法
か
ら
江
戸
時
代
後

期
の
建
物
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東

の
農
家
に
典
型
的
な
田
の
字
型
の
間
取
り

（
整
形
四
間
取
）
を
し
て
お
り
、
木
材
は

杉
や
松
・
欅
な
ど
を
用
い
、
特
に
大
黒
柱

に
は
九
寸
角
の
立
派
な
欅
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
近
年
ま
で
実
際
に
お
住
ま
い
だ
っ

た
た
め
、
全
体
的
に
改
修
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
基
本
と
な
る
骨
組
み
な
ど
は
お

お
む
ね
創
建
当
初
の
ま
ま
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
屋
敷
地
の
外
周
を
め
ぐ
る
構

堀
も
、
発
掘
の
結
果
、
江
戸
時
代
か
ら
存

在
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
堀
の

あ
る
家
は
区
内
に
わ
ず
か
し
か
な
く
、
江

戸
時
代
か
ら
格
式
の
高
い
造
り
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

主
屋
に
あ
る
奥
の
間
は
書
院
造
と
な
っ

て
お
り
、
床
の
間
・
付
書
院
・
違
い
棚
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
②
）
。

ま
た
、
薬
医
門
も
大
変
立
派
な
も
の
で
す

が
、
こ
れ
ら
が
創
建
当
初
か
ら
存
在
し
た

か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
清
水
家
の
格
式

の
高
さ
を
反
映
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■
東
京
屋
敷
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

屋
敷
林

も
「
清
水
家
住
宅
」
の
重
要
な
構
成
要
素

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
屋
敷
林

と
は
、
東
京
屋
敷
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
母
屋
を
北
風
な

ど
の
強
風
か
ら
守
る
た
め
に
建
物
を
囲
む

よ
う
に
し
て
植
え
ら
れ
た
大
き
な
木
で
、

ほ
ぼ
自
然
の
形
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
な

っ
て
お
り
、
剪
定
・
手
入
れ
を
す
る
庭
木

と
は
異
な
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。
都
市
開

発
や
相
続
な
ど
の
問
題
で
消
失
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
同
会
は
そ
の
保
全
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

※

詳
し
く
は
「
東
京
屋
敷
林
ネ
ッ
ト
ワ

　
　

ー
ク
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
　

だ
さ
い（http://yashikirin.net/

）。

　

「
清
水
家
住
宅
」
は
、
古
民
家
と
し
て

貴
重
な
文
化
財
で
す
。
区
で
は
、
今
後
も

大
切
に
守
っ
て
い
け
る
よ
う
活
用
方
針
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
主
要
参
考
文
献
】

黒
津
髙
行
「
旧
清
水
家
住
宅
の
建
築
的
特

徴
と
史
的
評
価　

研
究
ノ
ー
ト ―

地
域
文

化
資
産
の
再
発
見―

」
（
『
日
本
工
業
大

学
研
究
報
告
（W

EB

）
』
五
四
号
、
二
〇

二
四
年
）

       

（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

49

「
清
水
家
住
宅
」

特
別
公
開

写真①「清水家住宅」主屋の全景と見学者

写真②　奥の間
（左奥が付書院、正面が床の間と違い棚）


